
株式相場は「夏枯れ」から「調整モード」
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米国市場が怯える「ウイルス感染者の急増」
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トランプ大統領は「PCR検査を増やした

から感染者（陽性者）が増加したのだ」、

「検査を減らすべきと言った」と述べた。

(オクラホマ州での選挙集会/20日）



3

潜在的リスク要因は顕在化するか

１．ウイルス感染者急増は米経済に再度の打撃となるか

２．景気低迷が長期化すると企業業績の不振も続きそう

３．市場は「バイデン民主党大統領誕生」に身構えるか

４．通商問題や香港問題を巡り米中対立が激化する可能性

５．地政学リスク（中東、朝鮮半島、台湾海峡）を警戒
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歴史的な金融緩和が株式市場を下支える
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米国ETFの第２Q(4月-6月）資金流入ランキング

＜2020年4月1日~6月26日＞
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米国ETFの年初来資金流入ランキング

＜2020年1月1日~6月26日＞


